
 1  

       

1-2 月号 No371 2017 年 1 月 1 日 

初号発行：1972年12月25日 

山ゆりの会 

年会費1０００円（郵便口座00230-2-42601) 

〒246-0025横浜市瀬谷区阿久和西2-25-16 草野正昭 

Tel/Fax:045-364-6515  ﾒー ﾙ:VZM03024@nifty.com 

URL : http://yamayuri.d.dooo.jp/ 

 

 

■12月 11日 白山・巡礼峠 

 参加者：稲本 遠藤 小野寺 小島 加藤 

河又 曾根 浜田 長谷川 松田 西村 細

谷 河野 草野（14名） 

●今年最後の山行を楽しみました。白山-巡

礼峠のコースはずいぶん昔に歩いたところで

懐かしいコースです。コースはよく整備され

ており、トレイルランのコースとして案内看

板がいたる所に設置されていました。時代の

変化を感じました。 

 飯山観音から歩き始めましたが、風情のあ

る建物と園内には大木もあり、眺めも良い所

です。観音堂の裏から白山展望台へ男坂と女

坂に分かれて一気に登りました。きつい登り

でしたが、展望台からの眺めは最高でした。

遠くにスカイツリーやランドマーク、三浦半

島、湘南、相模湾を一望できました。初日の

出にはベストのところでしょう。 

 落ち葉を踏みしめながら、尾根道の登り下

りを繰り返し、むじな坂峠で昼食。草野さん

が準備した「きのこ汁」は最高でした。温か

いものはいいですね。昼食後、物見峠から一

気に下り、さらに何か所以下急な下りを繰り

返し、巡礼峠」に着きました。峠では美味し

い手作りケーキをいただき、小島さんに感謝

です。 

 このコースは山ゆりの参加者にはちょうど

良いコースでした。身近で適度な山歩きがで

きる場所があることを改めて感じた山行でし

た。2017年度も元気で歩けるように互いに

健康でいたいと願っています。（河野正典） 

 

●欠席が続き、１２月の忘年山行は久し振り

の山歩きだった。「白山から順礼峠へ」は、

以前から名前は知っていたが、今回やっと実

現。「山ゆり」も３０年振りだとか。 

12/11：白山-巡礼峠 
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登山口の飯山観音長谷寺（ちょう

こくじ）は江戸時代からの古刹で、

立派な観音堂だった。坂東三十三

箇所巡礼の第六番札所との事。因

みに、ここは縁結びの神らしい。 

晴天の頂上からは、眼下に厚木市

周辺、遠くにスカイツリー、江ノ島、

三浦半島、相模湾等が一望出来た。

標高 284ｍと低山ながら、急登、急

坂が多く有り、脚応え（？）十分。

あちこちで、残った黄葉が陽に照ら

され輝いていた。 

昼食時、リーダーが用意してくれた「ナ

メコみぞれ汁」が、冷えた身体に有り難かっ

た。最後の休憩、順礼峠では、プロの様なＫ

さん手作りの焼菓子シュトレンをご馳走にな

った。雪の積もったクリスマスを想わせる白

い粉砂糖の甘さが、今日の疲れを溶かしてく

れた。 

 皆さんにお世話になり、楽しい一日を過ご

しました。有難うございました。 

そうそう！季節の恵みの柚子をお土産に下さ

ったＳさんにも、有難う。（松田雄二） 

 

■10月 15日(土) 

  箱根・旧街道ウォーキング 

 参加者：稲本 小野寺 長谷川 大野 細

谷 草野（6名） 

●箱根湯本駅。精鋭６名集合、雲ひとつなく

快晴です。旧街道、車の往来を避け

て須雲川沿いの滝通りから畑宿目指

して歩きました。が温泉宿が建ち並

ぶ滝通りは道幅が狭く、宿のチェッ

クアウトと重なり車の往来が多く、

時々身体を細めては車が通るのを避

けて歩くほどでした。旧街道に出て

しばらくすると「鎖雲寺」という小

さな寺。垣根越しに「初花、勝五

郎」と立て札が目に入り、そういえ

ば湯本あたりでは「はつはな」と付

く店や宿が多いなー「初花」はどんな女性？

と思いながら通り過ぎました。家に帰り調べ

たところ、歌舞伎「箱根霊験躄仇討」の親の

仇討ちが出来たという二人のお墓があると分

かりました。ハァーこの年になっても知らな

い事だらけと痛感。畑宿から甘酒茶屋を目指

しましたが、 

七曲り橿の木坂の急な登りにペースダウン‼

見晴茶屋の真下で正午のチャイムが聞こえこ

こで昼食。鳥のさえずり、新緑の時のような

綺麗な葉の大きなかえでの木の下で、のんび

りとした時間が過ごせました。 

 元箱根目指し石畳の道へ。苔むして滑りや

すい道、一歩一歩慎重に、待望の甘酒茶屋へ。

趣のある家屋の中で休憩､後はキラキラと湖

面の光る芦ノ湖目指し下ります。行程５時間

余り。元箱根からバスで最終目的の塔ノ沢・

銭湯へ。バスは急スピードで上塔ノ沢バス停

12/11 なめこ汁 

10/15：箱根・旧街道 
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へ。朝から歩いた時間が何だったのか

なぁと思った位のあっという間の速さ

でした！銭湯は古い佇まいで、お湯の

出があまりよくなかったのですが、湯

船へ注ぐ温泉はたっぷりで肌もさらさ

ら。単純泉、筋肉痛その他色々効能あ

りとあっただけに、翌日、翌々日も筋

肉痛出ませんでした。山歩き後の温泉

は最高です。又、よろしくお願いしま

す。       (稲本なお子) 

 

■11月 13日  

 多磨丘陵ウォーキング 

 参加者：稲本 小野寺 小島 大野 和田 

加藤 菅野 河又 曾根 浜田 西村 細谷 

草野（13名） 

 秋晴れ。小田急永山駅に初めて降り立つ。

京王線の永山駅もあり、商業施設がたくさん

あってにぎやかだ。宅地開発が進んだにもか

かわらずナラ、クヌギの自然林が結構の残り、

ケヤキやカエデの街路樹もよく整備されてい

る。横浜市内からさほど標高の高いところに

来たわけではないのに、それらの紅葉・黄葉

が真っ盛りで美しさに歓声をあげるほど。 

 都営の桜が丘公園など公園が多く、トイレ

もいたるところにあり、ウォーキングしやす

いコースだ。桜が丘公園は、芝生の広場やテ

ニスコートなど人工的に整備されているが、

自然林ものこり、バードウォッチャーが多い。 

 馬引沢という古い地名を残した公園の小高

い芝生の広場で昼食。午後のハイライトは上

谷戸親水公園、地元の小学生のイベントに出

くわし、熱心な売り込みに、子供たちが作っ

たヘチマタワシを100円で購入。そのあとは

鶴川街道と農道を経て黒川駅 2 時 15 分解散。        

                （Ｋ） 

 

 

 月 実施日  目的地・コース 難易度 参加者 

1 月  1/17 ・景信山ー南高尾山稜 12名     ★  12 

2 月 2/14 ・多摩自然遊歩道-東生田自然遊歩道    Ⓦ  11 

3 月  3/20 ・大山古道 県道 701     Ⓦ  15 

4 月  4/17 ・石ざれ山（ギフチョウ）    ★  11 

5 月  5/1-2 ・特別山行  ★★   9 

  5/15 ・バスハイク：長者が岳から白糸の滝    ★  16 

6 月  6/12 ・奥武蔵 根の権現ー竹寺  Ⓦ  12 

7 月  7/10   ・行田 古代ハスとさきたま古墳群  Ⓦ  Ⓦ  10 

8 月  ・休み   

9 月  9/17 ・高尾山  ★  11 

10 月 10/15 ・箱根旧街道（湯元ー元箱根）  Ⓦ   6 

11 月 11/13 ・多摩丘陵  Ⓦ  13 

12 月 12/11 ・望年山行  ★ 14 

   合計  140 名 

11/13 多摩丘陵 

2016 年度山行まとめ表 
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おしらせ 

■１月：１月１５日(日) 阿部倉山-二子山-鷹取山      Ⓦ 

・集合：朝９時 JR横須賀線 「逗子」駅  

・持ち物：昼食弁当、軽い山歩きの支度、 

■２月：２月１９日(日) 早淵川流域ウォーキング      Ⓦ  

・集合：朝９時３０分 横浜地下鉄 「センター北」駅  

・持ち物：昼食弁当、軽い山歩きの支度  

■例会の予定 

・１月１７日(火)：１月例会      ・２月２１日(火)：２月例会 

 
２０17 年度 総会・新年会のご案内 

■日時：2017 年１月 28 日（土曜日） 
   会場：横浜中華街「東園」横浜中華街 関帝廟通り 

    TEL045-681-5513 URL ；  http://www.tou―en.jp/ 

■総会： 午後１時―1 時 30 分（予定）    
  ・２０１6年度活動報告／２０１7度活動計画・会計報告/監査報告 

■新年会・懇親会：午後１時 30 分―3 時半（予定）   
  地下鉄みなとみらい線終点・元町中華街駅下車（後方中華街出口） 

  または JR石川町駅下車 徒歩約10分、 

＊出欠のハガキは、 

１月１５日までに必ず投函

してください。 

＊新年会費  

一人３０００円（＋アルフ

ァ会からの補助あり） 

＊年会費１０００円もご用

意ください。 

 

 

あとがき ・年金カット、ＴＰＰ、カジノ

法案などの強行採決に明けた 2016 年だった。

やはり「アベ政治は許さない」・オスプレイ

が墜落？不時着？いづれにしても大事故を起

こしたことに変わりなし。1964 年と 1977年

の横浜の米軍ジェット機墜落で沢山の住民の

命が奪われたことを思い起こす。米軍の事故

とそれをかばう政府にもっと怒ろう。・不平

等なことの多い格差社会、一つ年を取ること

だけは平等にやってくる。加齢に負けず自分

の体をケアしたいもの。せめて月一度の山行、

ウォーキングに参加を。 

・きっとあの人も見ている冬銀河 

              （12/25Ｋ） 


